
  

 

線路を貸すだけを業とする千葉ニュータウン鉄道(株)は「小室・印旛日

医大」間の線路をスカイライナー運行の京成電鉄にも貸しています。京成

電鉄と北総鉄道の線路の使い方に大差はないのに、線路使用料は大違い。

100％親会社である京成電鉄には約３億８千万円なのに対して、北総鉄道

はその７倍の約２５億３千万円（27年）。北総鉄道の払い過ぎは明らかで、

これを正すだけで運賃値下げの原資が生まれます。 

 

 

北
総
線
の
路
線
は
「
京
成
高
砂
・
印
旛
日
本
医
大
」

間
で
す
が
、
北
総
鉄
道
所
有
の
線
路
は
「
京
成
高
砂
・

小
室
」
間
で
、
そ
の
先
は
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道(

株)

の
所
有
。
北
総
鉄
道
は
「
小
室
・
印
旛
日
医
大
」
間
は

こ
れ
を
借
り
て
走
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
形
態
を
第

２
種
事
業
者
と
い
い
、
乗
客
を
運
ん
だ
運
賃
収
入
の
中

か
ら
コ
ス
ト
と
し
て
の
線
路
使
用
料
を
支
払
い
、
残
り

か
ら
営
業
利
益
を
上
げ
る
の
が
普
通
の
姿
。
し
か
し
北

総
鉄
道
の
場
合
、
「
小
室
・
印
旛
日
医
大
」
間
の
乗
客

か
ら
得
た
運
賃
の
全
額
を
線
路
使
用
料
と
し
て
千
葉
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
へ
支
払
い
、
手
元
に
は
何
も
残
ら
な

い
と
い
う
、
あ
り
え
な
い
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。 

こ
の
契
約
が
結
ば
れ
た
の
は
昭
和
63
年
で
、
線
路
が

「
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
」
ま
で
し
か
通
っ
て
い
な

か
っ
た
時
代
。
そ
の
後
、
「
印
西
牧
の
原
」
「
印
旛
日

本
医
大
」
と
開
通
し
て
も
契
約
は
昔
の
ま
ま
。
い
く
ら

乗
客
が
増
え
て
も
、
収
入
が
全
て
線
路
使
用
料
に
消
え

る
と
い
う
不
合
理
が
続
い
て
い
ま
す
。
問
題
が
あ
る
の

に
誰
も
正
そ
う
と
せ
ず
、
あ
り
え
な
い
事
態
が
何
十
年

も
続
い
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
「
豊
洲
市
場
問
題
」
と

同
じ
。
こ
ん
な
不
合
理
の
存
続
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 
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北
総
鉄
道
と
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

鉄
道
（
以
下
、
千
葉
Ｎ
Ｔ
鉄
道
）
の
協

定
は
、
「
小
室
・
印
旛
日
医
大
間
」
の

線
路
使
用
料
等
を
次
の
よ
う
に
取
り

決
め
て
い
ま
す
。 

「
鉄
道
施
設
及
び
車
両
の
使
用
料

は
当
分
の
間
（
公
団
鉄
道
の
収
支
が
損

益
計
算
上
累
積
欠
損
が
解
消
す
る
ま

で
の
間
）
都
市
基
盤
整
備
公
団
鉄
道
区

間
の
運
輸
収
入
相
当
額
を
使
用
料
と

す
る
」
。 

こ
れ
は
都
市
基
盤
整
備
公
団
（
現
Ｕ

Ｒ
）
が
施
設
所
有
者
だ
っ
た
時
代
の
条

文
で
、
所
有
者
が
千
葉
Ｎ
Ｔ
鉄
道
㈱
に

替
わ
っ
た
後
も
「
公
団
鉄
道
」
を
「
千

葉
Ｎ
Ｔ
鉄
道
」
と
読
み
替
え
て
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
協
定
の
更
新
期
間
は
10
年
毎
。

直
近
で
は
平
成
20
年
３
月
に
自
動
更

新
し
て
お
り
、
次
の
更
新
期
日
は
来
年

の
平
成
30
年
３
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
小
室
・
印
旛
日
医
大
間
」
の
線
路

施
設
を
建
設
、
平
成
16
年
ま
で
所
有
し

て
い
た
の
は
都
市
基
盤
整
備
公
団
（
現

Ｕ
Ｒ
）
。
小
泉
内
閣
の
特
殊
法
人
合
理

化
に
よ
る
鉄
道
事
業
の
廃
止
と
、
北
総

線
を
利
用
し
た
成
田
新
高
速
鉄
道
構

想
の
具
体
化
の
話
が
重
な
っ
た
流
れ

の
中
で
、
国
、
千
葉
県
も
加
わ
り
公
団

鉄
道
の
京
成
電
鉄
へ
の
身
売
り
が
決

ま
り
ま
し
た
。 

平
成
16
年
、
京
成
電
鉄
が
資
本
金
１

千
万
円
で
設
立
、
簿
価
１
９
３
億
円
の

鉄
道
施
設
を
千
葉
県
が
43
億
円
補
助

し
、
１
５
０
億
円
で
引
き
継
い
だ
の
が

千
葉
Ｎ
Ｔ
鉄
道
㈱
で
す
。
事
業
は
鉄
道

線
路
を
貸
す
だ
け
で
、
従
業
員
は
僅
か

二
人
。
社
長
は
平
田
憲
一
郎
氏
（
北
総

鉄
道
社
長
・
京
成
電
鉄
副
社
長
）
。
北

総
鉄
道
社
長
の
立
場
で
千
葉
Ｎ
Ｔ
鉄

道
に
「
払
い
過
ぎ
」
の
便
宜
を
与
え
る

奇
妙
な
京
成
の
ト
ン
ネ
ル
会
社
で
す
。 

 
 

 
 

 

協
定
は
線
路
使
用
料
を
「
公
団
鉄
道
の
累

積
欠
損
が
解
消
す
る
ま
で
の
間
、
運
輸
収
入

相
当
額
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
所
有
者
が
都

市
基
盤
整
備
公
団
か
ら
千
葉
Ｎ
Ｔ
鉄
道
に
替

わ
っ
て
も
協
定
文
は
そ
の
ま
ま
。
だ
が
、「
累

積
欠
損
」
の
実
態
は
大
違
い
で
す
。
グ
ラ
フ

の
一
番
左
は
平
成
16
年
、
公
団
決
算
の
累
積

欠
損
額
で
２
７
６
億
円
。
そ
の
右
は
平
成
17

年
で
千
葉
Ｎ
Ｔ
鉄
道
に
替
わ
っ
た
初
年
度
の 

 

 

北
総
鉄
道
の
不
合
理
な

線
路
使
用
料
問
題
は
、
市
議

会
、
県
議
会
、
国
会
関
係
で

問
題
視
。
今
後
さ
ら
に
追
及

へ
― 

  

◇
白
井
市
議
会 

・
多
田
育
民
議
員2

8･
9 

・
柴
田
圭
子
議
員2

8･
9 

◇
印
西
市
議
会 

・
山
本 

清
議
員29

･2 

  

・
丸
山
慎
一
議
員
質
問 

 
 
 
 

（
共
産
）2

8
･9

 

・
藤
代
政
夫
議
員
質
問 

 

（
市
民
ネ
ッ
ト
）2

8
･1
2
 

  

・
前
原
誠
司
議
員28

･1
2 

（
民
進
・
元
国
交
大
臣
） 

宮
川

13
区
総
支
部
長
通
じ

国
交
省
へ
聞
き
取
り
調
査
） 

・
斉
藤
和
子
議
員28

･1
2 

（
共
産
） 

｢

北
総
鉄
道
の
運
賃
に
関
す

る
質
問
主
意
書｣

を
提
出 

  

欠
損
額
。
前
年

迄
の
大
幅
累

積
赤
字
は
譲

渡
に
当
り
公

団
内
で
処
理
。

千
葉
Ｎ
Ｔ
鉄

道
は
赤
字
ゼ

ロ
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
平
成

28

年
３
月
時

点
で
の
累
積

赤
字
は
12

億

円
で
す
。
初
め

の
協
定
時
と

は
事
情
が
全

く
違
っ
て
い

ま
す
。 
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